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この文書は，「減災復興学研究」へ査読論文または研究ノートを投稿する際の原稿作成用テンプレートである．カメラレディの論文の形式となっているので，原稿執筆の際にはこのWordファイルを書き換えていく形で作業を行えばよい．なお，実際の原稿では，この部分には和文要旨を10行以内で記載する．
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1. 本文，章の記述方法

章の見出しから1行空けて本文を始める．本文の書体については，和文（全角文字）は明朝体で，英数字（半角文字）はTimes New Romanとする．章・節・項の見出しの書体については，和文（全学文字）はゴシック体で，英数字（半角文字）はArialとする．日本語の文章中で使用する句読点は，全角コンマ「，」と全角ピリオド「．」に統一する．

1.1 節の記述方法
節の見出しについても，章の見出しと同様，和文（全学文字）はゴシック体で，英数字（半角文字）はArialとする．ただし，見出しの前には空行を挟み，後には空行を挟まない．
1.1.1 項の記述方法
項の見出しについても，章・節の見出しと同様，和文（全学文字）はゴシック体で，英数字（半角文字）はArialとする．ただし，見出しの前後に空行を挟まない．

2. 数式

数式は行の中央に記載し，右寄せで式番号(1), (2), …を付する．なお，数式の前後に1行ずつ空行を挟むようにする．

	eiq = cos q + i sin q	(1)

文中で式を参照する場合は，「式(1)において…」などと記述する．

3. 表・図・写真・脚注

表・図・写真には番号とタイトル（キャプション）を付ける．表のタイトルは表の上に，図・写真のタイトルは図・写真の下に記載する．タイトルの書体は，和文（全学文字）はゴシック体で，英数字（半角文字）はArialとする．
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図または写真





図1　図または写真の例

表・図・写真の前後には1行ずつ空行を挿入する．表・図・写真が複数のページにわたる場合には，各ページにキャプションを記載して一連のものであることが分かるようにする．その際，2ページ目以降のキャプションは「図1（続き）　図1タイトル」のように記載する．なお，本誌は電子出版であるので，表・図・写真をカラー表示とすることも可能である．
脚注[footnoteRef:1]については，Wordの脚注機能を使用してこのページ下部のように記載する． [1:  脚注の文章] 


4. 謝辞・付録・参考文献

謝辞・付録・参考文献がある場合には，それぞれこの文書の末尾（第5章の後）に示すように記載する．参考文献は本文で参照した順番に列挙することとする．本文中での参考文献の表示は，「1990年代までの研究成果1), 2)と比較すると，それ以降の研究3)-5)では，…．減災・復興6)によると…」などのようにする．

5. 英文題目・要旨など

和文論文の場合，本文の後に改ページして1ページ以内で英文によるタイトル・著者・所属・要旨・キーワードを記載する．査読論文にあっては，英文要旨は和文要旨と内容が整合している必要があるが，査読の対象とはしない．

謝辞
ここに謝辞の内容を記載する．

付録
付録がひとつの場合はこのように記載する．

付録1
付録が複数ある場合にはこのように記載する．

付録2
付録の見出しの上は1行空ける．
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